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VII-P-9.長織にわたる持久性トレ…ニングが

議齢者の筋エネルギ…代識にどの様な影響

を及{ますか?←持続Rによるヒト及びラッ

ト脅格筋の検討ー

筑波大・臨床震学系久野滋也板井悠二

~立環境研三森文行

筑波大・体育科学系勝街 茂

【毘的〕 長郊にわたる持久性トレーュ γグが，

脅絡筋コ二ネノレギー代5討をこどの様な n影綴を与えるか

について検討するために，ヒト(マλタ…ズラン

ナ…)とラットに対しI 31~ NM廷を渇いて安静

持，選動中及び回夜中のクレアチンリン鮫(PCr)，

無機リン綾 (Pi)，務内 pHを非授務的に議.u定し

?こ.

【方法〕 ヒトを用いた笑殺ではp 平均のラ γニ

ング~::数が約19:4乙であるマスターズランナー (Tr

群)13名(平均年続併殺)とコントローノレ(Cont 若手~)

6名(平均年齢67滋)を潟いた.ラットを活いた突

験では， 13滋鈴よち滋3[滋の綴度で持久役トレー

ニソグコを 1 年賂継続し~l1tlーラットに対し トレ

ーニング0，3 t 6， 9 t 12か月に JHPNM廷の測

定を行った.

E結果と考祭3高齢者による安静持p 遂勤中及

び回復中の筋肉 p廷の変イとは，選動絡始2分廷か



らiif!動中J1:J長1分自までI Tr若手がCont群に比
べて統計的に脊j設に潟艇を示した.これは， lrrlじ

漆懇i援に対してすz群のブ5がより潟い手し綾j能性能、

な保持していることを示しラットでの運動持の

PCrjPCr十れは ATPが治資されるため低下す

るがJ Tr訴の方が明らかにその低下準が低く

(ATP合成能が潟し寸，この{初旬はトレ…ニング

3か月以後12か月まで総持された.これは，持久

性トレ}ニングにより運動中筋IJjの ADP波皮が

扱い可能性を示唆する.

419 


